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本論文の目的は 3 つある。 (1)災害情報を定義し、災害における情報フローの問題に取り組むこと、 (2)災害が生じる




上記の方法から引き出された結果にもとづいて、 2 つの主要な結論に到達した。第 1 に、 2 つの地震をつうじて両
国のメディアは、被害を受けた人々にたいし、災害の段階におうじて異なった情報を提供し、きわめて重要な役割を
果たした。第 2 に、一般の評価によれば、メディアは人びとに情報を提供する機能をよく果たしたが、メディアに固











本論文は、東アジア地域における 20 世紀末の近接した二つの大地震で、ある阪神淡路大震災と台湾の 921 大地震を
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対象に、情報やメディアという観点から、両者を比較し、災害の防止および災害後の対応という点から、その問題点
を明らかにするとともに、今後の方向性について、具体的な提案をしようというものである。欧米および日本におけ
るこれまでの災害社会学の先行研究に十分に目配りをした上で、文献資料の分析やインタビューなどを通じて、阪神
淡路大震災および 921 大地震について、被災地における情報環境の実態を考察するとともに、メディア論の視点から、
テレビ、新聞、ラジオといったメディア別の状況について分析を加えている。特に、資料の少ない台湾の実情につい
ては、資料収集とともにインタビューを含めて、これまでにはない、新たな資料や知見を加えることに成功している。
以上の点から、本論文を博士(人間科学)の授与に十分値するものであると判定を下した。
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